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市⺠ワークショップ『がまごおり未来会議』結果報告書 
 
 

■市⺠ワークショップ『がまごおり未来会議』の概要 

蒲郡市で進めている新しい総合計画の策定に向けて、令和元年 11〜12 月にかけて３回のワー

クショップを開催しました。様々な世代や分野の市⺠にご参加頂き、今後 10 年の蒲郡の将来像

や、その実現のための施策・事業のアイデアについて参加者同⼠で意⾒交換を⾏いました。各回

の開催概要は以下の通りです。 

 

【第１回】 

 

 

 

 

 

【第２回】 

 

 

 

 

 

【第３回】 

 

 

 

 

 

  

 開催日 テーマ 参加者数 

第 1 回 11 月 17 日（日） 次世代育成（子育て・教育） 11 名 

第２回 12 月 ７日（土） 賑わいと活⼒（産業・交通） 14 名 

第３回 12 月 14 日（土） 医療・福祉（健康づくり・福祉） ８名 
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■グループワーク「10 年後の理想と将来像の実現⽅策」 

各回のテーマについて、６〜７名×４グループに分かれて、⾃⼰紹介の話題を踏まえつつ今後

10 年の蒲郡のあるべき姿と、その実現のための取組アイデアを検討しました。 

グループワークの最後に成果発表として、各グループから３分ずつ発表してもらいました。各

回で出されたアイデアや意⾒を、現総合計画の基本施策（１〜６章）別に分類し、以下の表にま

とめました。 

 

第１章 笑顔で安心して暮らせるまちづくり 
１．健康づくり 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
食育 ・朝ごはんを食べない子がいる。 

・親が忙しく、食育にかける時間
がない 

 ・１日 30 品目を推進する 
・親子の料理教室を公⺠館や⼩

学校で実施する 
子ども 
食堂 

  ・対象を限定せず、子ども食堂へ
の参加を呼び掛ける 

３．子育て支援 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
育児放棄 ・育児放棄された

子どもがいる 
 ・居場所、⽣活⼒をつけさせ

る場所をつくる 
⺟ 親 ( 父
親)の休憩
場所 

・休憩場所が少な
い 

・まち中でちょっと休める
場所がある（散歩中の休
憩・井⼾端的な場所） 

・お⺟さん(お父さん)の授乳・
おむつかえの場所を増やす 

子 育 て し
や す い 環
境の整備 

 ・市外の⼈にも魅⼒を発信
できるまち 

・⽣みやすい、育てやすい
まち 

・地元の若い⼈に市の良さや
子育てできる環境や住みや
すい環境を作り出す 

・育休の取得促進など 
⺟ 親 が 孤
⽴ し な い
環境 

・子育ての負担や
悩みを抱える⺟
親がいる 

・地域に溶け込んだ地域ぐ
るみで育てるまち 

・近隣住⺠が交流でき、子育
て相談・支援が可能なまち 

・どぶ掃除や町内会のボラン
ティアを通して地域ぐるみ
の交流の機会を増やす 

父 親 へ の
支援 

・父親同⼠触れ合
う機会が少ない 

 ・30、40 代の父親をターゲッ
トにした祭りの開催（竹島） 

持 続 可 能
な子育て 

 ・0 歳からの切れ目のない
支援、よりそいのあるま
ちに 

・保健⼠さんの処遇改善 
・0 歳児を含む子どもの存在

を⺠⽣委員など、地域で把
握する 

病 児 保 育
の充実 

・病児保育できる
場所は市内で一
軒のみ。 

・働く⺟親が増加
している。企業の

・子どもが病気の時、安心
して病児保育に預ける
ことができる 

・市⺠病院の中に病児保育体
制を作り、預かれるように
する 
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育休制度は整備
されている。 

屋内施設  ・平日・土日祝にかかわら
ず、無料で楽しめる場所
が増えている 

・「豊橋ここにこ」のような屋
内遊具施設の充実 

４．高齢者支援 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
安心 ・⺠⽣委員の役割が⼈

手足等により、限界
を迎えている 

・高齢者は増えている
が、安心して⽣活が
できるまち 

・地域単位で高齢者の⾒守り体制
をつくる 

・地域の窓口となる役割をつくり、
高齢者の変化を早く⾒つける 

居 場 所 づ
くり 

 ・いきいきサロンな
ど、高齢者の居場所
が増える 

・料理や運動も含め、居場所を通じ
た健康づくりを支援する 

６．地域医療 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
健 康 の 回
復 

・⺠⽣委員の役割が⼈
手足等により、限界
を迎えている 

・病になっても
回復する努⼒
をみなができ
るように 

・百日チャレンジ（体重を計る） 
・ウォーキングの導入 
・ネットからも応募できる、景品がも

らえるようにするのも一つの方法 
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第２章 笑顔で安心して暮らせるまちづくり 
５．新産業 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
農 福 観 連
携 

 農・福・観連携のまち ・パッキングセンターや直販施
設をつくり、農業と観光、あ
るいは福祉をはじめとする
様々な産業と結びつける 

６．観光 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
PR   ・蒲郡の良さを PR する 

（蒲郡うどんなど） 
名産販売  ・蒲郡の名物、名産を

簡単に購入できる 
・その店等で⼈とのふ

れあいになる。 

・駅のサテライト（ナビテラス）に
て名物、名産を販売 

・名物、名産を作っている店等へバ
スで⾏けるようにして⾞中で、名
物、名産の秘話を紹介 

海と観光 ・竹島までのルー
トが楽しめない 

・海のそば、山の上か
ら海をながめられ
る店等がたくさん
ある町。 

・駅から竹島までの道に店を誘致
する（海が⾒えるカフェなど） 

・周遊バスを運⾏する。歩いて巡る
こともできるようにする。 

⾃ 然 環 境
整備 

 ・海や山がきれいにな
ってもっと⾏きた
くなるまち 

・三河湾を浄化、清掃する 
・山を活用する 

市 内 の 利
便性 

 ・市外に出なくても買
物・遊びが充実して
いる 

・アウトレットモールを誘致する 

水産資源  ・水産資源を売りにし
たまち 

・深海魚を含むおいしい魚が食べ
られるようにする 

・深海魚を⾒る事ができる水族館
をつくる 

体 験 型 観
光 

 ・海・山を活かしたスポ
ーツ・体験・アクティビ
ティで街を活性化。 

・竹島を中心に賑わい
のあるまち 

・竹島周辺で SUP、ヨガ、パラグラ
イダーを⾏う 

・ポタリング、シーカヤック、ラン
ニング、ウォーキング、サイクリ
ングなど 

子ども  ・「子ども消費」型観光 ・海と山を活用したスポーツアクテ
ィビティを体験する場を設ける 

ラ グ ー ナ
活性化 

 ・ラグーナエリアの活
性化 

・⼤塚海浜公園の駐⾞場を無料化
し、賑わいを創出する（バイク、
マラソンコースへの転用、ロッカ
ー、銭湯、飲食店の充実など） 

ガ イ ド ブ
ック 

 ・気軽に⽴ち寄れるま
ちづくり 

・短時間でまわれるオリジナルの
ガイドブックの作成 
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８．雇用 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
産業活性
化と子育
て支援 

 ・誰でも働きやすいまち ・企業誘致の際に補助⾦等を使う。 
・児童施設を企業が併設する場合に補助

をする 
機会の保
障 

 ・育児放棄された子どもで
も働くことができ、⾃分
らしくいられるまちに 

・ずっとよりそえる地域、その⼒を活かし
たあたりまえの⽣活体験のできる第 3
の居場所づくり 

近場  ・⾃宅やその近くで仕事が
できるまち 

・働く場所、新しい産業をつくる 
・ICT 環境を整備する 

高齢者  ・高齢者にとっても働く場
所がたくさんあるまち 

・高齢者向けに商店街を復活させたり、仕
事の持ち込み（奥地方）、仕事の誘致を
⾏う 

若者  ・若者にとってやりがいの
ある働く場所が、市内に
数多くある、住みながら
多様な働き方ができる
まち 

・地元の企業を知る機会を増やす（広報、
ケーブルテレビ、SNS など）。 

・地元の企業で活躍する⼈を知る機会を
増やす。 

・働く場所を維持し、増やす（企業誘致） 
道路  ・働くところ、住むところ

があるまち 
・豊岡⼤塚線を整備し、企業を誘致する 

退職者  ・退職した⼈がやりがいを
もって働けるまち 

・交通整理、通学⾒守り隊などをやっても
らう 

・シルバー⼈材センターへの登録などを
促す。 

・センターは仕事を新たに開拓し、登録者
とのマッチングに努める 
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第３章 安全で快適な魅⼒あるまちづくり 
１．道路 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
バリアフ
リー 

 ・バリアフリーなまち ・広い歩道、段差の無い歩道を整備
する 

安心  ・安心して歩けるまち ・市街地への⾞の通⾏を規制する 
道路  ・道路が整備されたまち ・道路を整備する 
救急  ・10 分以内に救急医療にかか

ることができるまち 
・救急を意識した道路状況の整備

を⾏う 
利便性  ・市外に移動しやすく、市外

の⼈を呼びやすいまち 
・道路を広げる。サーキット、海水

浴のイベント 
高齢者  ・高齢者が元気、活発に移動

し、⾞を運転できるまち 
・道路や歩道を整備する 

２．公共交通 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
⽣活しやす
さ 

 ・子どもがずっと住ん
でいたい（住んでいら
れる）と思えるまち。 

・高校⽣や⼤学⽣、社会⼈の通
学・通勤に不便がないよう
に、まちに⾒合った公共交通
を整備する 

バス ・健康センターへ
⾏くのに公共交
通がない 

・子育て世代や高齢者
が安心して出歩ける
まち 

・コミュニティーバスを充実さ
せる 

観光  ・分散する資源や名所
がつながれ、巡りやす
いまち 

・コミバスの空き時間を活用
し、観光客も市⺠も市内を巡
る 

休日  ・休日を市内で過ごし
たいと考えるまちづ
くり 

・様々な場所で⾏われているイ
ベントを連携させ、それらを
バスでつなぐ 

３．市街地整備 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
高校⽣  ・不便の少ないまち ・高校⽣も利用可能な店舗を誘致

する 
再開発  ・蒲郡駅周辺がにぎわっ

ている 
・北駅周辺、南駅〜竹島周辺を再

開発し、魅⼒的なまちに 
移動のしや
すさ 

 ・徒歩・⾃転⾞（シルバー
カー）での⾏動範囲で
暮らせるまち 

・駅徒歩 15 分で完結できるよう
に施設を⽴地させる 

⾞が不要 ・高齢者は⾞が
ないと不便 

・⾞がなくても暮らせる
まち 

・商店街など、お店を歩いていけ
るところに 

移動手段の
普及 

 ・徒歩や⾃転⾞を利用し
た ECO な町 

・⾃転⾞の貸し出し 
・ウォーキング、サイクリングイ

ベントを実施し、ECO な移動を
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アピールする 

海の交通  ・駅周辺が賑わうまち ・漁船を地元ともふれあえる交通
手段として利用する 

・JR－アピタ－⻄浦・形原－ラグ
ーナ－JR のサイクルでまわし、
『易（益）の駅』をつくる 

海辺  ・海辺（東港）がいこいの
場となるまち 

・東港を整備し、海岸線のエリア
を線・面として一体的にする 

夜中の外灯  ・夜に⼥性などが安心し
て出歩けるまち 

・玄関灯や外灯を充実させる 
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第４章 美しい自然を未来につなぐまちづくり 

１．公園・緑地 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
子育て世代 ・子どもと安心して遊べ

る公園が少ない 
 ・岡崎南公園、碧南明石公園

のようなきれいな公園、新
しい公園の整備 

遊具 ・遊具が減っている 
・遊具周辺の暑さ対策 
・遊具の管理が不充分 

・子どもが絶対に
安心できる設備
を持つ公園のあ
るまち 

・雨天時に使用できる全天候
型施設の充実 

・子どもが安心して遊べる公
園の整備 

５．循環型社会形成 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
山林 ・竹害がある ・山の資源を有効活用す

る 
・竹を活用してイカダの駅伝レー

スを⾏い、宿泊・飲食につなげ
知名度の UP につなげる。 

・竹を資源化する。 
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第５章 こころ豊かに夢をはぐくむまちづくり 

１．学校教育 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
学校以外の
場 

 ・学校以外にもこども達が楽
しい、⾃信があると思える
ことを⾒つけられるまち 

・公⺠館を使い様々なカリキュ
ラムを用意する。担当は、カリ
キュラム内容に精通した中高
齢者とし、できることよりも
知ることを目的とする 

学校の充実  ・子ども達が学校に⾏くこと
が楽しいと思えるまち 

・地域の資源（⾃然、歴史等）を
学ぶことができるよう、地域
との協⼒体制を築く 

学校環境の
整備 

・少子化の
進⾏ 

・⼩中一貫校がある  

教育環境の
整備 

 ・教育の高度化、グローバル
化をすすめる 

・教科担任に専門性の高い教員
を確保する 

学ぶ機会  ・家庭環境に関わらず学習機
会が保障されるまち 

 

２．生涯学習 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
地域の⼈が
主役 

 ・全世代型総合学校、⽣涯学
校、フリースクールがある 

・現 20 校中 5 校程度を⽣涯学
校とし市⺠協働機能共⽣機能
を持たせる 

⽣涯学校  ・⽣涯学びを得ることので
きるまち（文化、スポーツ） 

・⾃主活動団体の育成、場の提供 

既存の学校
施設の活用 

  ・余った学校施設を活用し、⽣涯
学習学校をつくる 

 
 

  ・不登校、ニートの受け入れを進
める 

研修学校  ・漁業や農業などを学ぶ研
修学校をつくる 

・既存の学校や学校材、地元の資
源を活用する 

やり直し  ・再チャレンジのしやすい
まち 

・就職氷河期に⽣きた⼈たちに
スポーツの機会、学習・学び直
しの機会を提供する 

３．文化・芸術 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
図書館・博
物館 

 ・交流型の市教育施設がある
まち 

・図書館（子育て型、体験型の図
書館）や博物館の創造 

郷土愛  ・蒲郡の良さを理解し住み続
けたいと思うまち 

・蒲郡産食材を使った給食の検
討、蒲郡の文化歴史の再認識 
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４．スポーツ 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
高齢者の健
康維持 

 ・身近な所で、健康のた
めにスポーツに親し
みやすいまち 

・⼩中学校の体育館等で、バレー
ボールなどをする。チーム対
抗戦なども取り入れる 

・平日昼に⼈が集まっている場
（アピタやイオン）を活用 

・準備運動もしっかり⾏い、階段
の上り下りなど、下肢機能の
強化につなげる 

親しむ ・働く世代がスポーツ
をする時間がない 

 ・スポーツジムなど身近な⺠間
施設を活用 

⽣涯スポー
ツ 

・スポーツをする子ど
もが減ってきている 

 ・⼩さいころから体を動かす機
会をつくる 

子育て世代 ・子育て世代がス
ポーツに触れる
時間がない 

 ・プロスポーツ観戦の機会をつ
くる。 

・企業でチームをつくる 
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第６章 市⺠とともに歩むまちづくり 
１．市⺠協働 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
連携  ・住みたい、住み続け

たいまち 
・利便性、安心感をもって暮らせるように、

市、市⺠、施設が連携する 

２．地域コミュニティ 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
地域ぐるみ
の教育体制 

 ・⽣まれる前からのパパマ
マ、ジジババ、地域の⼤⼈へ
の教育があるまち 

 

コミュニテ
ィ 

 ・職場（学校）、家以外のコミ
ュニテイがあるまち 

・各地域（JR、名鉄駅周辺）につ
どいの場（カフェ）をつくる 

⾃殺  ・⾃殺者がいないまち  
子どもの暮ら
しやすさ 

 ・子どもの悩みを聞いてもら
いやすいまち 

・地域のおじさん、おばさんが一
緒に活動できる場所をつくる 

高齢者のコ
ミュニティ 

  ・高齢者の集まる場所、活躍の場
所を病院以外につくる（空き
教室、学校など） 

あいさつ  ・気持ち良く⽣活できるコミ
ュニティ 

・学校に地域の⼈がかかわる（あ
いさつ運動など） 

新規参入   ・運動会、子ども会、お祭りの新
たな参加者を増やす 

３．男⼥共同参画 

キーワード 現状・課題 将来像 具体的施策・事業 
性的マイノ
リティ 

 ・性的マイノリティ―の⼈が
安心して住める町 

・男性、⼥性の性別を書かなくて
良い書類を準備する 

・パートナー証明書を出せる仕
組みを整える  
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■はじめの一歩活動宣言  

会の最後に、参加者各⾃に、個⼈や家庭、地域などで新

たに取り組んでみたい「まちづくり活動、私の一歩」をＡ

３用紙に記入してもらいました。全３回で挙げられた参加

者皆さんの宣言（24 件）をキーワードで分類し、下記に

まとめました。 

 

◇蒲郡を知り、PR します︓９件 
・「ふるさと蒲郡」をより知っていただくお手伝い 
・SNS 等を活用し、蒲郡のよさを PR していく。 
・魚の美味さを伝える。市内を色々な視点でみる。 
・がまごおりの良いところを伝えられるよう、もっとがまごおりのことを知りたい。 
・子育て世代に、蒲郡は毎日、毎週遊びに⾏けるよと宣伝したい︕ 
・⾃分が思う蒲郡の良いところ⼈に伝えることを心掛けます。 
・住む町“蒲郡”の良さを臆せず伝えていく。 
・⾞を使わず、家族で出かけてみる。⻄浦温泉、子どもの国 
・来たい、泊りたい、住みたい『蒲郡』を観光の⼒で実現する︕︕ 

◇子どもや教育に関わることに取り組みます︓６件 
・子どもたちの現状について知ること。あいさつをする。 
・地元の活動を通じて子どもたちに関わっていく。 
・学校の中でみかんプロジェクトの実⾏ 
・現場の広聴、OB の先⽣方と 30 年後の蒲郡の教育の方向性の話し合いの場を持つ 
・食育、子ども達と一緒に学ぶ 
・親子料理教室に参加する 

◇地域コミュニティを活性化します︓４件 
・町内会のボランティア活動に参加する︕ 
・地域の活動・お祭りに積極的に参加する 
・散歩等で出会った方にあいさつ＆おしゃべり（近所交流） 
・私は、家庭、地域においてあった⼈に必ずあいさつをするようにします。 

◇健康づくりや生涯学習に取り組み、楽しみます︓３件 
・運動を継続的に続け、健康維持に努める。 
・若い⼈でバレーボールを楽しくやってくれる⼈を増やしていきたいと思います。 
・⽣涯楽しめる趣味を⾒つける 

◇まちづくりに興味を持ち、参画します︓２件 
・私案をより多くの⼈、市議会議員と話し合う。 
・⾃らの意⾒を発表する場に参加すると同時に市内のイベントを PR していく。 


